
令和第１号 令和2年1月１日発行 
   新年明けましておめでとうございます！ 

新元号「令和」の最初のお正月をいかがお過ごしでしょうか。 

旧年中はご指導ご鞭撻を頂きました。本当にありがとうございました。 

 昨年４月の統一地方選挙で綾瀬市議会議員に当選し、平成最後の日となる平

成３１年４月３０日より４年間の任期がスタートしました。慌ただしいながらも、これ

まで大変充実した８カ月間を過ごすことが出来ました。 

 市議会の活動としては５月臨時議会において、様々な役職を拝命致しました。 

 すべての議員がいずれかに所属することになる、常任委員会では、３つある中

「市民福祉常任委員会」に所属する事となりました。この委員会は高齢者の活躍・

介護等地域包括ケア政策・障がい児者に対する取り組み・子育て支援・健康増進

などと消防行政に関する市の政策を審議する委員会です。 

その他、厚木基地に関する要望や今後の市の指針を審議する「基地政策特別委

員会」や定例議会毎、年４回発行する「議会報編集委員会」に所属しました。 

 市議会議員に就任後、６月・９月・１２月と３回の定例会も経験致しました。定例

会毎に、綾瀬市から提出される条例案の審議を、所属する市民福祉常任委員会

で行いました。また９月定例会では、平成３０年度の決算に関する審議を行い、市

が行った昨年度の各種事業が計画通り行われているのか、その効果を検証いた

しました。 

 また各定例会では議員が綾瀬市の政策に対し自由に質問や提案が出来る「一

般質問」が行われました。議員一人当たり５０分の時間が与えられますので、私も

各種提案を行いました。詳細は裏面をご参照ください。本年も議員に当選した時

の感動とその時の思いを忘れることなく、「初志貫徹」をむねに全力で取り組みま

す。変わらぬご支援をよろしくお願い致します。 



６月定例議会 （１）地域防災力向上と避難所運営について 
・ 地域防災力向上で市民の命を守り抜くと４月の選挙戦で繰り返し市民に訴えました。そこで当選後の最

初の一般質問で市の取組を質しました。具体的な提言は以下の通りです。 

① 地域防災力向上の要である、自治会推薦の地域防災リーダの育成と相互の連携・情報共有の取組を

進めるべき。 

② 自治会員名簿を防災減災に関するハンドブックとして有効活用すべきで、その活用方法を各自治会間

でも情報共有すべき。 

③ 避難所の開設や運営方法をわかりやすく解説する「ファーストミッションボックス」を取り入れ、誰が最初

に避難してきても円滑に避難所開設や運営が出来るようにすべき。 

 

９月定例議会 （１）障害者雇用に対する取り組みについて 
・ ４月の選挙戦では、様々な立場の方に寄り添い、心を重ね、あたたかさ溢れる市政を目指すと訴えさせて

頂きました。本当に支えの必要な方には、行政としてしっかりサポートすべきだと考えますので、障害者雇

用に対する行政の取組について、市の取組を質しました。具体的な提言は以下の通りです。 

 

① 障害者の就労支援のための、一人ひとり寄り添ったきめ細かい相談体制の構築と多様なニーズに対応

するため、相談体制拡充を図るべき。 

② 障害者雇用を進めたい企業と就労を目指す障害者とのマッチングを更に進めるため、庁舎内のそれぞ

れの担当課（工業振興企業誘致課と障がい福祉課）の連携・情報共有を進めるべき。 

③ 綾瀬市役所として、様々な種別の障害者の就労を受け入れ、市内の障害者雇用推進に向けて先頭に

立って取り組むべき。 

 

１２月定例議会（１）不妊治療費用の助成について 

                           （２）小学校入学後の一年生の給食開始時期について 
・少子高齢化が進展する中、不妊治療に取り組んでいるカップルが急激に増加している。綾瀬市における

不妊治療に対する助成と統計データーに基づく結婚・妊娠に対する教育について、市長と教育長に取り組

みを質しました。また新入学一年生の給食開始時期が現状の５月ではなく、４月中に開始するよう提言しま

した。具体的な提言は以下の通りです。 

 

① 現在助成している、一般不妊治療ではなく、金銭的にも身体的にも負担の大きい特定不妊治療に対し

て助成を行うべきではないか。あるいは助成回数に制限を設けるなどして助成を受ける治療を選択できる

ようにすべきではないか 

② 晩婚化が進展する中、高齢出産に対する知見や知識を統計データーに基づき、学校において教育する

とともに、担当課として様々な啓発活動を行うべきだ。 

 


